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菊野 一雄
学長
後援会名誉会長

創立130周年を迎えるに当たって

小林 真理子
教授（大学院専攻主任）

公認心理師カリキュラム等について
　公認心理師と臨床心理士・・・どう違うの！？
　「公認心理師と臨床心理士と、どこがどう違うの？」と最近よくこの質問を受けます。「公認心理
師」「臨床心理士」とも心理学の知識や技術を用いて心理的な問題を取り扱う「こころの専門家」と
いう点は共通していますが、「公認心理師」は公認心理師法で定められた国家資格で、「臨床心理
士」は公益法人日本臨床心理士資格認定協会の資格という点では違いがあります。また心理査定
（アセスメント）や心理的支援などの業務はそれぞれ必須としていますが、「臨床心理士」は「心理臨
床実践に関する研究・調査とその発表等についての資質の涵養が要請されること」として専門性の
維持向上について、「公認心理師」は「心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の
提供を行うこと」として予防的視点についてそれぞれ強調点が違っているところもあります。
　日本では長年にわたり、こころの問題に取り組む専門家の資格制度の整備がなかなか進まずに
いました。1950年代から、心理職の国家資格を求める動きはあったのですが、国家資格化には至ら
ず、1988（昭和63）年に、心理臨床に関連のある16の学術団体（学会）の総意に基づいて、先に挙
げた協会が設立され「臨床心理士」の資格認定が開始されました。その後、こころの健康の保持増
進や近年の災害時等でのこころのケアの必要性などから、2005（平成17）年から具体的な法案を
めぐる動きが始まり、2015（平成27）年に公認心理師法が公布され、念願だった国家資格化となり
ました。
　「臨床心理士」と「公認心理師」の類似や相違について述べましたが、今後においては、さまざま
な領域での心理職としての役割の明確化やこれまで以上に多職種との連携・協働のできる職種に
なっていく必要があります。重要なのは、今後においても、こころの健康の専門家として、求められ
る心理職であらねばならないことに変わりはありません。
　

武川 高仁
後援会長

水と川と人の関係
　この程の西日本を襲った豪雨は、岡山真備町・広島呉・愛媛大洲市等、各地域の人々に過去に経
験した事の無い豪雨が襲い、土砂流木等が川に流れ込み、橋や堤防土手を壊して水が氾濫すると
各家を驚く間に、濁流が２階にまで上がってしまった映像や、土石流大木等で家が呑み込まれて行
く様子の映像は、見ていても怖くてたまりませんでした。被災者救助捜索や被災した家屋のガレキ
を撤去して、家族の捜索、ガレキの下から見つかったアルバムを清掃しながら家族の生存を願う様
子の映像ニュースや被災者の避難場所で猛暑と不自由生活の様子を見ながら、生活に一番必要と
される水道の断水で、散水車が足りなく他県からの応援による給水活動で水の確保しながら避難
生活をしている多くの人達が、互いに協力し合って居る様子の映像シーンの中で、取材者にそれぞ
れの方々が口にした事は、一番水が不足して居ますとの声でした。ただしペットボトル飲料水は、確
保されて居ますとの事でした。毎日使う生活用水が使えなく困っている映像ニュースでした。今私た
ちを、癒してくれる水川の大切と恐怖を改めて感じました。過去に山梨も大雪で陸の孤島となり、
色々な方々の支援応援を頂きました。其の節は、大変有難う御座いました。　私も家族と相談して、
被災者の方々の為に少しでも役立為に、義援金をさせて貰いました。昨今は、猛暑・豪雨・竜巻・異
常台風等の様々な異変が起きて来ていますが、これに負けない様頑張らなくては成りません。
　私達の山梨英和大学は、恵まれた、地域に有り学園の繁栄を菊野一雄学長・教職員・学生・父母
等の協力を得ながら、大学の発展を行う為にも、関係者各位の皆様方の協力とご支援御鞭撻の程、
宜しくお願い致します。

　山梨英和学院はカナダ・メソジスト教会の女性宣教師達と甲府市民の有志によって1889年に創

立されましたので、来年130周年を迎えます。

　この節目の年に、改めて建学の原点に立ち返り、その理念であり校訓である「敬神、愛人、自修」に

基づき、学院の持続可能性のある発展を目指して、山梨英和学院中長期経営計画が策定され、理事

会で承認されました。

　大学では既に、昨年度の初めから2名の学長顧問の意見を聞きつつ、学長・副学長懇談会を中心と

して大学の中長期計画構想を練ってきましたが、本年度に入り学院の中長期経営計画委員会の下に

山梨英和大学中長期経営計画実行委員会を設置し、数々の改革を提起し、実践し始めています。ま

た、大学院では、来年4月より新たに公認心理師養成コースを設置する予定です。

　周知の通り、少子化と大学進学者の首都圏集中が進む中で、250人の入学定員に対し、2017年度

は94名まで激減しました。この危機的状況を打開するため、入学定員を155名に下げると共に、入試

広報の抜本的改革を目指して、広報媒体の積極的活用（マスコミ、電車の中吊り広告、ラッピングバ

ス広告）、受験生や保護者の皆様の心に響くような入試広報資料（日本語と英語のリーフレットな

ど）の作成、オープンキャンパスの充実（開催回数の増加と内容の改善）、教職員一体となった高校訪

問の強化（学長自らも県内28の高校の校長を表敬訪問）などを試みました。その結果、昨年度の94

名に対し、本年度は139名の入学者を迎えることができました。

　また、より多くの留学生を迎えるために、新たに国際交流室と国際交流室運営委員会を設置し、

国際交流室への500万円の寄付金の有効活用も含め、様々な方策を検討し、実行に移しつつありま

す。

　本年、山梨英和大学メイプルカレッジが20周年を迎えますが、これを機会に、「学びたい、学び直

したい」というシニアにより多く来ていただくために、メイプルカレッジ改革検討委員会を設置し、

様々な改革を検討し始めております。なお、10月17日（水）13時半からは、立教セカンドステージ大

学で教鞭を取られている香山リカ教授（精神医学者）を招き、20周年記念講演会と記念パーテーを

開催する予定です。

　さらに、魅力あるカリキュラムを目指して、カリキュラム検討委員会を設置し、既に6回ほど委員会

を開催して、「英語教育の抜本的改革」、「冠講座の新設」、「2021年からの大学センター入試改革へ

の対応策としての高大連携による入学前教育」、「入学直後のアセンブリ―」などの諸課題を検討し

始めております。

　この他、就職率の向上とより良い就職活動が展開できるよう、専門家も交え検討しておりますが、

8月27日（月）には山梨県中小企業団体中央会と山梨英和大学との間で連携協定を調印する予定で

す。これにより就職活動に幾ばくかでも資することが出来れば幸いであると思っております。

　また、この1年間で人件費や物品購入費などを約4000万円ほど節減することによって、入試広報

や設備（トイレの改修など）を充実することができました。

　山梨英和学院創立130周年を迎えるに当たり、大学が名実ともにさらに素晴らしい教育（「知」と

「地」）の拠点となることを目指して、教職員一体となって努力を積み重ねて行きたいと思っておりま

すので、今後共、皆様のより一層のご理解とご支援を心よりお願い申し上げます。
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高橋  　一

本学におけるキリスト教教育について

宗教主任
教授（グローバル・スタディーズ領域）

既成の「知の枠組み」を壊し、その先の世界に目を澄まそう

　山梨英和大学では「キリスト教概論」を必修科目として全学生に課している。同時に、毎週火曜
日、水曜日、木曜日の週３回、チャペルアワーが設定され、大学礼拝が守られている。礼拝への出
席は折あるごとに奨励されている。
　筆者は2017年度からこの科目を担当している。今日は筆者の「キリスト教概論」の実例をお示しし、本学のキリスト教教育
の一端のご紹介に代えたいと思う。
　筆者は大学における「キリスト教概論」では、ひとりキリスト教や聖書の「知識」を学ぶだけでは十分とは言えないと考えて
きた。キリスト教を表層的に知るためだけであれば、キリスト教関連書を一通り読み進むだけでほぼ事足りる。大学で「キリス
ト教概論」を学ぶ意味は、それだけであってはならないのではないか（今回は「信仰」の側面には焦点をあてず、あえて「大学
教育」という観点から論じた）。
　大学の「キリスト教概論」では何を目指すのか。それはキリスト教信仰や聖書が告知して来た世界と歴史と自然と人間のあ
りかたを知ることによって、わたしたちが大学で「知的営み」を志すさいになくてならぬ“知的衝撃”、“知の回心”を体験し、

「知の営み」を担う者が必ずや通過しなければならない、自らの思考構造の〈崩壊体験〉を
仮想的に実体験すること。その結果として、既知の思考の枠組み（通念）を聖書によって
解体させることの積極的な意味を知ることではないか。それが「キリスト教概論」におい
てわたしが目指したいと願ってきた目標の一つであった。
　具体例を示そう。筆者は「キリスト教概論」の冒頭で、毎年必ず一枚の写真を学生に見
てもらう。それがここに掲げた写真である。
　これはアメリカで1950年代に撮影された盲学校での写真である。そう言われてみる
と、左側の黒人の子は目が不自由なようだ。右側の白人の子もそうであろう。しかし二人
の子どもは、信頼しきった様子で抱き合って何事かを囁き合っている。筆者はこの写真
を、戦後日本におけるキリスト教社会福祉分野の理論的・実践的先駆けとして中心的役
割を果たされた阿部志郎先生（横須賀基督教社会館）から教えられた。阿部先生はこの
写真をアメリカ留学時に見て、最初は「いい写真だなぁ」と思って眺めていたのだが、写真
の下の英文を見て（その意味がとっさには分からなかったそうであるが）、不意に深い衝
撃を受けたという。

THE BLIND ARE ALSO COLOR BLIND. 

　この英文の文字通りの意味は、「盲人はcolorblindでもある」である。colorblindは、昔の辞書では「色盲、色覚障害があ
る」となっている。しかしそれでは意味をなさない。盲人が「色盲」でもあることは当然だからである。
　この colorblindにはもう一つの意味がある。それは「人を肌の色、髪の毛、人種、民族で見て、偏見を持ったり、差別したり
しない」という意味である。盲人は目が見えないので、人を外見で判断することができない。いや、できないというよりも、そ
の判別から自由にされている。それゆえこの意味は、「盲人は目が見えない。が、そのゆえにかえって、肌の色、髪の色、見栄
え、さらには人種や民族によって、人を差別したり、偏見をもって扱う傾向から解放され、自由にされている」という意味にな
る。阿部先生はこの英文の隠された意味に突然気づいて、今までの世界観が一変させられる経験を与えられた。
　目が見えないということは大きな障害である。しかし人間にはその現実がある。目が見えないというネガティブな事態、否
定的な事象がある。が、実はそこに隠された可能性、新しい認識の次元を開くもう一つの可能性があるかもしれない。この写
真はその「隠された真理」を示している。その「隠された真理」に気づくことは、わたしたちをより高い、より深い、知的・倫理的
次元に導く。その確信がキリスト教教育にあっていいし、むしろなくてはならないのではないかと思う。
　旧約聖書に「家を建てる者の退けた石が、隅の親石になった。これは、主の御業、私たちの目には驚くべきこと」（詩編118
編22～23節）がある。わたしはこの写真とこの言葉は、詩編の言葉の例証になっているだけでなく、既成の通念としての「知
の枠組み」を壊し、私たちの「知」を新しい次元に導く働きをも持っていると学生に語りたい。ここに大学でキリスト教を学ぶ
意義の一つがあるのではないか、と。（2018.8.1）
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小菅  健一

学生生活について

担当長（学生サービス）
教授（グローバル・スタディーズ領域）

“人間文化学”の学びをめぐって

　大学生にとっての生活、その中心をなす学びについて、現在、山梨英和大学の中長期経営計

画委員会のカリキュラム検討委員会のメンバーとして、大学の学びの将来構想を議論している

中で話題になった、“人間文化学”とは何かという山梨英和大学にとっての本質的な問題と絡め

ながら、本学での自由な学びについて書かせて頂きます。

　「かけはし」の読者の方々が御存知のように、山梨英和大学は2002年度に山梨英和短期大学から改組転換して、人間文

化学部人間文化学科の一学部一学科として開学してから、本年で十六年目を迎えました。当時、“人間文化学”という学問

の名称は、全国的にあまり馴染みのないユニークなものであったために、人間文化学は一体何を学ぶ学問なのか、誰でも

簡単に説明することが出来るというものではありませんでした。“名は体を表わす”という訳にはいきませんでした。結果と

して、天然自然に存在しているモノ以外、つまり、人間がこれまでの歴史において生み出してきたモノ＝文化全般を学びの

対象にする学問といった必要最低限のイメージで、何となく納得したような気がします。

　人間の生み出した文化全般を一学部一学科で広く学ぶのであれば、本来なら、人間文化のジェネラリストとして学びを広

く展開していくはずだったのですが、人間文化学科の下に、開学当初は専門に学びたいことの傾向によって分かれた三分

野制、その後、マイナーチェンジをして七コース制という学びの区分制度によって細分化されました。特に、七コース制に移

行してからは、履修の枠組み（コース修了要件）を堅固なものに設定したために、在学時には、「自分が専攻するコースは○

○です」という明確な所属意識（専門性）を持つことになり、卒業時には、少し大げさではありますが、自分が学んだコース

のスペシャリストの卵として社会に巣立っていきます。

　そういった学びの垣根を低くして取り払うことで、学生各人が自分の学びたいことを自由に取捨選択出来る、本来の意

味での人間文化学の学びを目指したカリキュラム改革により、今年で三年目になった三領域制度。教員の専門性や開講科

目内容によって便宜的に区分されているだけで、学生の囲い込みを企図しない緩やかな名義的分類である、三領域、サイコ

ロジカル・サービス、グローバル・スタディーズ、メディア・サイエンスにそれぞれ区分された専門科目群、フルエンシー科目

群（従来の一般教育科目群にあたり、大学や社会での学びや仕事、生活において必要不可欠となる基本的な科目、キリスト

教関連・山梨学・ICTスキル・語学・データサイエンス・サービスラーニンング・基礎ゼミなど、知識や知恵や教養系の科目）、

オープンラーニング科目群（領域にとらわれないバラエティーに富んだユニークな科目）、資格関連科目群から、一人一人の

学生が自分の興味や関心やレベルに合わせて、山梨英和大学の考える人間文化学の土台になる必修科目以外の科目を、自

分の学びたいことを最優先して、自分だけのカリキュラムプランを自由にデザイン出来るようになりました。

　そして、クオーター制度（四学期制）も三年目を迎え、大学における学びの核になる専門ゼミが四月から本格的に始まり

ました。昨年度までの一年間を通して固定化されたゼミとは異なり、複数ゼミの同時履修やクオーター毎での分割履修も

選択出来るために、短期・中期の海外留学や期間に制約されないインターンシップやボランティアなど、大学における学び

を中心にした学修以外の課外活動も自由に組み立てることが可能になり、さらに、来年度からはその延長線上に自由度の

高い卒業研究プロジェクトが加わるので、お仕着せの不自由な学びではなく、人間文化学の名称に相応しい学びを主体的

に選び取るカリキュラムになっています。これからも“人間文化学”という何でも出来る学問のメリットを最大限に生かせる

学びのバージョンアップを計っていきます。
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山梨英和COC+ 及び 山梨英和COC+（CCRC）について

山梨英和COC+コーディネーター、同CCRCコースリーダー、COC+CCRCコース責任者
教授（サイコロジカル・サービス領域）

山梨英和のＣＯＣ＋（ＣＣＲＣ）の取り組み

　山梨英和大学は文部科学省の地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）やまなし

未来創造教育プログラムに参加しております。この事業は平成27年～31年の５年間の補助事業

であり、山梨英和大学は４つあるコース教育プログラムのうちCCRCコースの幹事校と子育て支

援コースの協力校となっています。やまなし未来創造教育プログラムは県内全11大学と横浜市立大学が連携して４つの

コースプログラムを運営し、大学卒業後に山梨県やその周辺において様々な地域課題の解決や地方創生を担う学生の育成

を目標としています。少子高齢化や人口減をはじめとするさまざまな地域の課題への対応が期待されています。

　COC＋は４年目を迎え、様々な実践的なプロジェクト・プログラムが運営されています。平成28年度からスタートした実践

科目「フュチャーサーチ」では県内企業・自治体と学生が共同でプロジェクトを立ち上げ、企業の新商品開発やプロモーショ

ン、自治体による地域活性化や移住定住促進の取り組みを展開しています。企業や自治体の先輩や他大学の多様な人々の

交流でもまれて鍛えられながら新しいアイディアや創意工夫を生み出す実践的な取り組みに参加し、若い学生たちが地元の

可能性を考えながら自分の将来設計を考えたり、自分の能力を再確認しながらコミュニケーション力を高めたり、自分をア

ピールするスキルを磨く実践の場となっています。山梨英和大学の学生も多くのプロジェクトに参与しており、その活動のい

くつかは新聞記事やテレビニュースにも取り上げられました。

　本学が幹事大学を務めているCCRCコースでも実践的な授業が多く展開されるようになっています。CCRCとは

Continuing Care Retirement Communityの略であり、「生涯活躍のまち」として政府が地方創生のひとつの手法として

推奨し、期待されている取り組みです。少子高齢化が進み地方の人口減が顕著になりつつあっても都市部から地方への多様

な移住を促進することで人口減少を抑制し、どの世代の誰もが生きがいをもって豊かな生活をできる街づくりを目指すもの

であり、持続可能（sustainable）で安心できるコミュニティの創生を目標としています。平成30年度からはCCRCコースの

専門科目として「サービスサイエンスとCCRC」、「地域コミュニティPBL」「高齢者の心理と健康」が開講され、コース科目の

多くで地域に実際に出向いての実地研修ややフィールドワークを実践し、そこで設定された地域課題を取り組んでいます。

CCRCコースのインターンシップも今年度から設定され、笛吹市の担当者と連携して、移住定住促進事業の取り組みに参与

することになりました。笛吹市や甲府市の多様な部署の担当者に地域の課題や、それに対する取り組みの実践を「サービス

ラーニング」等の授業で紹介していただいています。今年度は『笛吹市の移住定住促進事業』の他、『甲府市の空き家の現状

とその対策』や『笛吹市のみまもりあいプロジェクト』について授業をしていただき

ました。

　CCRCコースは山梨英和大学の他に山梨県立大学、身延山大学、山梨学院短期

大学、横浜市立大学の心理学、サービスサイエンス、看護学、福祉学、都市デザイン

の専門家が横断的に協力をしています。普段は各大学でプログラムを実践してい

ますが、年に数回のコースのシンポジウムやMiraiサロンにおいて授業における

PBLの成果や国内のCCRCの先進事例の視察の成果を報告する機会を持つように

なっており、大学間の交流の機会も増えています。科目数はまだ多くないですが、

単位互換科目の中で複数の大学の学生が協働して地域課題の解決にあたる機会

も増えてきています。CCRCコースでは今年度初めてのコース修了証を得る学生

が誕生します。本学の学生は山梨県内や近県出身の学生が多く、卒業後も地元に

定着し、やまなしの未来を担う学生の育成を務めてまいりたいと思います。
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ン、自治体による地域活性化や移住定住促進の取り組みを展開しています。企業や自治体の先輩や他大学の多様な人々の

交流でもまれて鍛えられながら新しいアイディアや創意工夫を生み出す実践的な取り組みに参加し、若い学生たちが地元の
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　本学が幹事大学を務めているCCRCコースでも実践的な授業が多く展開されるようになっています。CCRCとは

Continuing Care Retirement Communityの略であり、「生涯活躍のまち」として政府が地方創生のひとつの手法として

推奨し、期待されている取り組みです。少子高齢化が進み地方の人口減が顕著になりつつあっても都市部から地方への多様

な移住を促進することで人口減少を抑制し、どの世代の誰もが生きがいをもって豊かな生活をできる街づくりを目指すもの

であり、持続可能（sustainable）で安心できるコミュニティの創生を目標としています。平成30年度からはCCRCコースの

専門科目として「サービスサイエンスとCCRC」、「地域コミュニティPBL」「高齢者の心理と健康」が開講され、コース科目の

多くで地域に実際に出向いての実地研修ややフィールドワークを実践し、そこで設定された地域課題を取り組んでいます。

CCRCコースのインターンシップも今年度から設定され、笛吹市の担当者と連携して、移住定住促進事業の取り組みに参与

することになりました。笛吹市や甲府市の多様な部署の担当者に地域の課題や、それに対する取り組みの実践を「サービス

ラーニング」等の授業で紹介していただいています。今年度は『笛吹市の移住定住促進事業』の他、『甲府市の空き家の現状

とその対策』や『笛吹市のみまもりあいプロジェクト』について授業をしていただき
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　CCRCコースは山梨英和大学の他に山梨県立大学、身延山大学、山梨学院短期

大学、横浜市立大学の心理学、サービスサイエンス、看護学、福祉学、都市デザイン

の専門家が横断的に協力をしています。普段は各大学でプログラムを実践してい

ますが、年に数回のコースのシンポジウムやMiraiサロンにおいて授業における

PBLの成果や国内のCCRCの先進事例の視察の成果を報告する機会を持つように

なっており、大学間の交流の機会も増えています。科目数はまだ多くないですが、

単位互換科目の中で複数の大学の学生が協働して地域課題の解決にあたる機会

も増えてきています。CCRCコースでは今年度初めてのコース修了証を得る学生

が誕生します。本学の学生は山梨県内や近県出身の学生が多く、卒業後も地元に

定着し、やまなしの未来を担う学生の育成を務めてまいりたいと思います。

山梨英和COC+（子育て支援）について

メイプルカレッジ20周年について

佐柳  信男
山梨英和COC+子育て支援コースリーダー
准教授（サイコロジカル・サービス領域）

COC+子育て支援コースの取り組み

　県内の子育て環境の改善への貢献を目指して立ち上げられたCOC+子育て支援コースは今
年で３年目を迎えました。参加している他の２校、山梨県立大学（幹事校）と帝京学園短期大学と
の間で単位互換制度を利用しながら県内の子育て支援の課題発掘と改善を推進できる学生の育
成を目指しています。
　山梨英和大学では27名の学生がコースに登録し、他校の学生とともに所定の授業を履修しながらコース修了を目指して
います。昨年度から開講されている「子育て支援実践演習」では３校の学生が一緒に県内の子育て支援施設を見学するバス
ツアーに参加するなどして県内の子育て支援の現状を学び、その課題を発見して解決策を考えるグループワークを行って
います。他の２校の学生は保育を専門としているのに対し、本学は心理学を専攻している学生が多く、異なる視点で課題解決
について協働することが大きな刺激になっているようです。

　今年度はコースとして初めてのインターンシップを実施しました。山梨英和プレストンこども園
に併設されている子育て支援えいわを含む県内の子育て支援センターに６名の学生が毎週通い、
それぞれのセンターの業務を補佐しました。利用者の親子やセンターのスタッフと触れ合いなが
ら、子育てや子育て支援について豊かな学びを多く得ることができました。特に、子どもの様子や
子育て中の母親たちの大変さなどを直接見聞きすることを通して今まで教室の講義や教科書を
通して得た知識が、より確かな実感を伴った「生きた知恵」になったようです。センターのスタッフ
からは利用者に寄り添う姿勢や、寄り添うためには相応の専門的な知識が大切だということに気
づかされたとの声もありました。
　今年度の終わりにはいよいよ初めてのコース修了生が出る予定です。コースでの学びが彼ら自
身の今後の人生の糧になることを祈りつつ送り出したいと思います。

渡辺  信二
メイプルカレッジ改革検討委員会委員長
教授（グローバル・スタディーズ領域）

学びは言葉とともに メイプルカレッジ20周年に寄せて

　初めに言葉があった。言葉は神とともにあった。言葉は神であった。言葉と知恵を手に入れようとして、人は、楽園を追放さ
れた。追放されて初めて、人は人となり、神への恐れを知った。恐れとは、じぶんたちを超える大いなる存在への畏敬の念で
ある。
　したがって、人はいつでも、言葉を命のように大切にし、知恵を手に入れようとする、そして、言葉と知恵のむこうへ不断に
敬意を表す。これこそが人としての務めであり、人の宿命です。そして、このように学びたいと望む方々へささやかなお手伝
いが出来ればと願い、メイプルカレッジは、20年前、山梨英和の短大時代に始まりました。そして、今年度は、約100講座に近
い講座を開講するまでに発展しています。これまで、のべ3800名以上の方が受講されました。
　受講生の中には、お家でのお仕事や毎日の会社勤めと両立させて、時間をやりくりして通学している方も少なくありませ
ん。５0代、６0代の方で、子育てのお手伝いをしながら、あるいは、介護をしながら、メイプルカレッジ講座を定期的に受講する
方も多く、新しいことへの挑戦、あるいは、かつて挑戦を果たせなかったことへの再挑戦、更には、じぶんの再発見と、動機は

様々ですが、でも、共通しているのは、「言葉への信頼」と「学びの情熱」です。この２つは強く、確か
です。
　この10月の20周年記念講演会には、立教大学教授で精神科医の香山リカさんを招きます。こ
れを機に、メイプルカレッジは、伝統を生かしながら、学びの機会の提供に止まらず、地域連携事業
もお手伝いできればと願っています。このため、３つの新しい講座（「まちおこし」、「自然と観光」、
「高齢者の住処」の３プロジェクト）を10月から試行しますので、すでに後期向けに開かれている講
座ともども、受講生をお迎え致したく、さまざまな企業や公共団体へも広報の輪を広げて行こうと
考えております。
　皆様にも御参加、御支援をお願いする次第です。
＊「メイプルカレッジ改革検討委員会」は、メイプルカレッジの新しい1歩を検討するため、山梨英和大学中長期計画　
実行委員会の下に今年5月に設置された小委員会です。
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保健室の常備薬について

　本学では近年、アレルギーの増加など様々な理由から、薬
を常用する学生が増えています。2018年度入学生の健康調査
では、何らかのアレルギー症状を持っている学生は約58％と
いう結果でした。
　近年、複数の薬を常用した結果、体調不良が生じ救急搬送
されるなど、薬に関係する事故が多くなってきています。薬を
長期連用している学生やアレルギーを持つ学生は、市販薬で
も飲み合わせを間違えると急激な症状悪化が生じる可能性
や、いつ副作用が生じてもおかしくない状況にあると言えま
す。また、保健室に常備してある内服薬（市販の風邪薬や解
熱鎮痛剤等）の多くは、その副作用により日常生活に支障を
来す程度の健康被害が生ずる恐れがある第２類医薬品に該
当します。
　保健室に来室する学生の主訴（頭痛、風邪症状など）は、大
半は薬を飲まなくても自然治癒していきます。心身が充実し
ている時期を、薬に頼らず、より健康に過ごすことができる

よう、多様化する学生の心身の状況を踏まえ、医薬品の取り
扱い等について見直しました。保健室は病院へ行くまでの
応急処置をすることが第一の目的であり、基本的に外用薬
と一部の第２医薬品（解熱鎮痛剤）以外の薬は投与しないこ
とを2018年４月より実施しています。
　なお、保健室では、これまでと同じく、外科的処置（擦り
傷、切り傷など）、日常の健康相談等を行い、健康を守るため
のサポートを行う姿勢に変わりはありません。今後はセルフ
メディケーション＊能力を高めることを目標とし、薬に頼らな
くても生活できる健康な身体作りや、セルフケアの質を高め
ることができるよう、個別指導をはじめ、健康に関する情報
発信や健康講座を計画していきたいと考えています。

＊セルフメディケーション…自分自身の健康に責任を持ち、軽度な
身体の不調は自分で手当すること（世界保健機関（WHO）定義）。

雨宮 加奈
保健室　保健師

保健室だより

村松  律子
学生サービス部　次長

進路情報等

本学における学生支援について

　2019年３月卒業学生の就職活動は、昨年度に比べ採用
試験の早期化が顕著に表れております。日本経済団体連合
会（以下「経団連」）が指針としている３月１日就職活動解禁
日後、３月の早い段階で、会社説明会に履歴書、エントリー
シートを持参し、同日に一次選考という企業もあり、会社説
明を受けてから入社試験を受ける企業を選ぼうとしていた
学生にとっては、事前準備が間に合わないケースもありまし
た。大手就職情報誌マイナビによると、５月中に最終面接を
受けた学生は４５．７％との報道があり、本学においても経
団連指針の選考開始日６月１日を前にすでに内々定を得た
学生もおりました。学生の傾向としては、内々定を得たのち
も就職活動を継続する学生が多く、複数の内定企業から十
分検討したうえで入社予定先を決めるという意向が見られ
ます。
　また、本学における地元就職率は例年高い傾向にありま
すが、ここ数年は、首都圏企業や本社が首都圏にあり、地元
に支店、営業所のある企業に就職する学生が増加傾向にあ
ります。首都圏の企業の内々定の早期化、全国の企業情報
がインターネットなどで得やすい、ことが影響されていると
思います。
　就職活動のスケジュールについては、現在の３年生は３月
活動解禁、６月選考開始がすでに経団連から公表されてお
ります。２年生、１年生については未定でありますが、前倒し
になることは予測されております。日程等については随時情
報収取をし、随時周知いたします。
　公務員試験・企業の実施する面接において多くの学生が

訊かれた質問は「大学時代をどのように過ごしたか」という
内容です。学業、サークル活動、ボランティア、地域活動、アル
バイトなど、どのようなことに熱心に取り組んだかなどが尋
ねられます。大学での学生生活をどのように過ごしてゆくか
が、就職活動の重要な要素となります。たとえば海外留学や
コンテスト、大会などへの参加などでなくても一生懸命取り
組んだ事、その経験から得たことが自分自身の糧となりっ
ているか、成長したかなどが大切なこととなります。
　学生サービス部では、履歴書の書き方、面接の受け方な
ど技術的な面のサポートのほか、４年間の大学生生活を通
して、学生本人が人間としての成長ができるよう、教学、サー
クル活動、ボランティア活動等様々な面からもサポートして
おります。
　保護者の皆さまにはお子様の進路には大きな関心がおあ
りかと存じます。安定した優良企業に就職してほしい、公務
員になってほしいと多くの保護者様が思われます。お子様の
将来を考えて少しでも良い就職先をと思うのはどの保護者
さまも同じだと思います。しかしながら就職をするのは学生
本人であり、学生自身が「この職場で働きたい」と決めた企
業等についてどうぞご理解をしていただきたいと思います。
保護者の皆様には折に触れ、お子様と大学生活、将来の進
路について、お話をする機会を持っていただきたいと思いま
す。また、ご心配なことなどどのような些細なことでも学生
サービス部へお問い合わせいただきたいと思います。

履歴書用写真撮影会学内業界研究会

　今年度前期の学生相談室は特に新入生が積極的で、相談
室への好奇心から自分自身の真剣な悩みまで、様々な気持
ちでカウンセラーを訪ねてきています。私たちがうかがう相
談の約2割は人間関係や性格のことで、中心となるのは学生
同士や家族内のコミュニケーションにまつわる問題です。思
わず攻撃的になってしまったり、気を遣いすぎるあまり避け
てしまったり、無神経なコミュニケーションを取る人の近くで
困ってしまったりと、学生たちの悩みは様々です。その中で
も、相手の反応が気になって思っていることが言えない、言
わずにためているという学生は多いと感じています。
　学生の相談を聴いたり授業の感想を読んだりしていると、
保護者に対しても自分の本音をあまり伝えない学生たちが
一定数います。もちろん、年齢的には独立した人格を持った
大人同士ですので、多少の距離があるのはむしろ望ましいこ
とだと思います。しかし、例えば進路決定のように本当に大
切な場面でも、保護者とのコミュニケーションを渋る学生た
ちは少なくありません。自分と保護者の希望が異なっている
と感じている学生、自分の意見に反対されるのではないかと
恐れる学生、理由はさまざまです。

　果たして、思い切って進学の希望を伝えたら反対どころか
応援されて意外だったとか、県外で働きたいとそれとなく伝
えたら県内でないと困ると強く言われたのでもう相談でき
ないとか、学生たちはそれぞれの体験を教えてくれます。そ
ういう話を聴きながら、保護者の方々も学生と同様に様々な
気持ちを感じながらこどもと向き合っておられるのだろうと
想像します。こどもが自立するということは、ご家族全体に
とっても一大事だろうと思うからです。
　学生たちは大学生活を通じて驚くほど変化していきます。
お互いの思いが実は違っているかもしれないということを前
提に、聴き合い、伝え合い、歩み寄ることのできるコミュニ
ケーションを重ねていただけたらと思います。

思っていることを伝えるのは案外難しい？
設樂 友崇

学生相談室　主任カウンセラー

学生相談室だより
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訊かれた質問は「大学時代をどのように過ごしたか」という
内容です。学業、サークル活動、ボランティア、地域活動、アル
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履歴書用写真撮影会学内業界研究会
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思っていることを伝えるのは案外難しい？
設樂 友崇

学生相談室　主任カウンセラー

学生相談室だより
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英和が英和であるために

　どうして、山梨英和が受験生集めに苦労する仕儀に至っているのか。
　もはや山梨英和は、日本で、山梨で、必要とされていないのか。
　これが、この4月、遅く68歳にて山梨英和に赴任した者の純粋な疑問でした。
　ぼくは、立教大学、フェリス女学院大学と奉職してきたので、ミッション系大学の使命が終わったとはとても思えない。むしろ、
国立系大学が全て、外国からの批判を無視し、文部科学省の強い意向に従い、人文学無視、社会科学軽視、スキル系・技術系分
野重視へ舵を切った今こそ、その方向で良いのかと警鐘を鳴らす必要がある。これは、ぼく自身の専門がアメリカ文学だからだ
けではない。
　あるいは、英語をツールやスキルと勘違いして、オーラル・イングリッシュや４技能中心の奇妙な英語政策を強いる文部科
学省に多くの大学が追随する。しかし、英語とは文化や歴史、生活そのものであり、英語をツールと見なすなら、それは英語を
話す人たちをツールと見なすことに他ならないと警鐘を鳴らす必要がある。これは、ぼくが長年、英語を教えてきたからだけ
ではない。
　更には、今でも、尊敬語・謙譲語・丁寧語、上目使い、上から目線、そしてセクハラ、パワハラの少なくない現在の日本は、自由
や平等から程遠い。まだ封建遺制の中にいる日本だからこそ、神の下、全ての人間が平等であり、愛と平和、自由を説くキリスト
教に学ぶことはおおいにある。今こそ、キリスト教精神に基づく教育があらためて必要だろう。クリスチャンではなくても、ぼくは
そう主張する。そもそも、欧米の高等教育はすべて、人文学・社会学を中心としたリベラル・アーツ教育である。
　「負けまじき軍に負け、亡ぶまじき家の亡ぶるを、人みな天命と言う。それがしに於いては天命とは思はず、みな仕様の悪し
きが故と思うなり」という一文は、武田信玄の言葉とされるが、仕様を工夫し、山梨英和が山梨英和であるように努める必要が
ある。まだまだ、役割は終わっていない。

渡辺 信二　教授（グローバル・スタディーズ領域）

小林  一之　専任講師（グローバル・スタディーズ領域）

他なるものを学び自らを解放する場

　三月末に県立高校を退職し、四月から本学で勤務させていただいている。これまでの日々で最も感銘
を受けたのはやはり入学式である。菊野一雄学長は聖書を引用し学びの意味を説かれ、ギッシュ・ジョー
ジ理事長は英語で新入生を歓迎された。聖歌隊のコーラスの清らかさ、ハンドベルの演奏の美しさ、パイ
プオルガンの聖なる響き。これほど音楽と共にある入学式は初めてだった。百三十年前、この山梨の地に誕生したキリスト教に
基づく学校。その歴史に想いをはせた。私は大月で生まれ甲府で育ち、東京での生活を除けば五十年ほどこの山梨で暮らして

いる。その間、私の見識不足もあろうが、この地でキリスト教を日常的に感じることはあ
まりなかった。しかし入学式に参加して、この山梨英和という「場」でキリスト教の教えが
続いてきたのを実感した。
　専門は国語教育と日本文学だが、西欧の哲学や文化にも強く惹かれてきた。自然に
キリスト教に関心を抱いてきた。書物を通じてだけでなくたとえ短い期間ではあっても
その場を経験したい。そう考えて夏季や冬季の休暇にヨーロッパを旅してきた。振り返
るともう十六の国を巡り、数々の教会を訪れた。中でもアッシジの聖フランチェスコ大
聖堂、ルーヴェンの聖ペトロ参事会教会等が印象に残っている。その街の感触、雰囲気
と分かちがたく結びつき、教会はその「場」に生きていた。
　日本の社会や文化にとって、キリスト教は依然として「他なるもの」かもしれない。し
かし、他なるものはそれゆえに私たちにとってかけがえのない存在である。「学び」とは
本質的に他なるものを学ぶことによって、自らを解放していく行為であろう。
　この春から山梨英和大学という学びの「場」の一員となったことを深く感謝いたしま
す。浅学、非力ではありますが、学生が自らを解放していく学びを支援していきたいと
考えております。

紅楓祭実行委員会より

「THE RAINBOW BRIDGE」 学生会　会長
田中 美緒さん（３年）

紅楓祭実行委員会　委員長
竹野 晃司さん（３年）

　紅楓祭実行委員会についてご紹介します。私たちは、毎年１１月に
行われる紅楓祭に向けて、イベントの企画・運営、駐車場警備等の会
場設営、当日のゲストの方々との交渉、接遇、企業へのスポンサー依
頼など学園祭運営に関わる活動全体を担っています。各サークルやゼ
ミナールが展示やステージ発表などを通して、日々の活動成果を伝
え、企業や地域の方々と交流できる場である紅楓祭を皆様に楽しん
でいただけるよう日々全力で活動しています。
　今年度のテーマは「紅楓霽月」（こうふうせいげつ）です。このテーマ
は光風霽月という四字熟語を元に考案しました。この四字熟語の意
味は心がさっぱりと澄み切ってわだかまりがなく、さわやかなことを
表しています。また、日の光の中を吹き渡るさわやかな風と、雨上がりの澄み切った空の月という意味もあります。一年を通し
て最も大きなイベントである学園祭へお越し下さる全ての方に楽しんでいただきたいと考えています。また、「紅楓祭に来てよ
かった」と、晴れ晴れした気持ちになって帰っていただきたいと考えております。
　そのために、現在様々な企画を模索中です。先輩方がこれまで築き上げてきたものを礎に、今年は新たなことにも挑戦して
いきます。また、企画一つ一つの精度を高め、最初から最後まで目一杯楽しんでいただけるよう、飽きさせない企画を考案し
ていきます。私たち紅楓祭実行委員会がさわやかな風となって会場を吹き渡り、雨上がりの澄み切った空のような、誰もが心
地よいと思える学園祭にできるよう一丸となり、尽力したいと思います。
　学生、地域の方々、企業の皆様、多くの方々にご支援いただいていることに心より感謝申し上げますとともに、皆様のお越し
を、実行委員会一同、心よりお待ちしております。

　学生会についてご紹介します。学生会は、企画・書記・広報・会計の４つの
部署からなり、学生の皆様から頂いた学生会費を使用して、各サークルの予
算管理、イベントの企画・運営等を行っています。学生会はいわば学生と大学
をつなぐ組織といえ、常に学生の立場に立ち、私達を含めた学生が充実した
大学生活を送ることができるよう、日々活動している組織です。今年度は、
「THE RAINBOW BRIDGE」をスローガンに、学生と大学をつなぐ「かけは
し」のような存在になることを目標として活動しています。このスローガンに
込められた意味は、まさに“七色に輝くかけはし”です。七色には個人・学生・
サークル・学生会・大学・地域・山梨が含まれており、様々な立場に自分を置
いたとき、私たちにどのような活動ができるか、そしてどのような形でも「かけはし」となる存在でいられるよう、私達自身が輝
ける場である活動をするという意味があります。私は、学生に寄り添った活動を行っていくことが学生会としての役割なので
はないかと考えるところがあり、各サークル活動のさらなる活性化のために、“縁の下の力持ち”的存在になることも心がけて
います。具体的にはサークル面談といったものを行っています。この活動は、直接各団体の代表者から今どういったことに困っ
ているか、悩んでいるかを聞き、各団体と一緒になって考えていくという活動です。実際相談を受けてみるとそれぞれの団体
で様々な悩みを抱えていることがわかり、私たち学生会としての存在意義を大きく感じられます。私達学生会はこのような声
を大切にし、より一層一つ一つの活動を丁寧に、また、何より学生・サークルに近い存在でいられるよう、活動していくことがで
きたら良いと考えています。学生会メンバーは現在15名と少ない人数ですが、ここまで活動ができているのは本当に多くの方
のご尽力あってこそのものだと思います。まだまだ至らぬ点あるかと思いますが、学生会を今後ともどうぞよろしくお願い致
します。

在学生ピックアップ

「サンティアゴ・デ・コンポステーラ大聖堂」の
広場、青空の十字架。
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表しています。また、日の光の中を吹き渡るさわやかな風と、雨上がりの澄み切った空の月という意味もあります。一年を通し
て最も大きなイベントである学園祭へお越し下さる全ての方に楽しんでいただきたいと考えています。また、「紅楓祭に来てよ
かった」と、晴れ晴れした気持ちになって帰っていただきたいと考えております。
　そのために、現在様々な企画を模索中です。先輩方がこれまで築き上げてきたものを礎に、今年は新たなことにも挑戦して
いきます。また、企画一つ一つの精度を高め、最初から最後まで目一杯楽しんでいただけるよう、飽きさせない企画を考案し
ていきます。私たち紅楓祭実行委員会がさわやかな風となって会場を吹き渡り、雨上がりの澄み切った空のような、誰もが心
地よいと思える学園祭にできるよう一丸となり、尽力したいと思います。
　学生、地域の方々、企業の皆様、多くの方々にご支援いただいていることに心より感謝申し上げますとともに、皆様のお越し
を、実行委員会一同、心よりお待ちしております。

　学生会についてご紹介します。学生会は、企画・書記・広報・会計の４つの
部署からなり、学生の皆様から頂いた学生会費を使用して、各サークルの予
算管理、イベントの企画・運営等を行っています。学生会はいわば学生と大学
をつなぐ組織といえ、常に学生の立場に立ち、私達を含めた学生が充実した
大学生活を送ることができるよう、日々活動している組織です。今年度は、
「THE RAINBOW BRIDGE」をスローガンに、学生と大学をつなぐ「かけは
し」のような存在になることを目標として活動しています。このスローガンに
込められた意味は、まさに“七色に輝くかけはし”です。七色には個人・学生・
サークル・学生会・大学・地域・山梨が含まれており、様々な立場に自分を置
いたとき、私たちにどのような活動ができるか、そしてどのような形でも「かけはし」となる存在でいられるよう、私達自身が輝
ける場である活動をするという意味があります。私は、学生に寄り添った活動を行っていくことが学生会としての役割なので
はないかと考えるところがあり、各サークル活動のさらなる活性化のために、“縁の下の力持ち”的存在になることも心がけて
います。具体的にはサークル面談といったものを行っています。この活動は、直接各団体の代表者から今どういったことに困っ
ているか、悩んでいるかを聞き、各団体と一緒になって考えていくという活動です。実際相談を受けてみるとそれぞれの団体
で様々な悩みを抱えていることがわかり、私たち学生会としての存在意義を大きく感じられます。私達学生会はこのような声
を大切にし、より一層一つ一つの活動を丁寧に、また、何より学生・サークルに近い存在でいられるよう、活動していくことがで
きたら良いと考えています。学生会メンバーは現在15名と少ない人数ですが、ここまで活動ができているのは本当に多くの方
のご尽力あってこそのものだと思います。まだまだ至らぬ点あるかと思いますが、学生会を今後ともどうぞよろしくお願い致
します。

在学生ピックアップ

「サンティアゴ・デ・コンポステーラ大聖堂」の
広場、青空の十字架。
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2018 年度　山梨英和大学後援会総会報告
日　時：2018年５月26日(土)13時30分～15時
場　所：山梨英和大学　201教室
開会の言葉 小菅健一　後援会名誉副会長（領域長）　　
挨　　　拶 武川高仁　後援会会長
  難波道弘　後援会名誉副会長（領域長）
議　　　事
第１部　総会（13時30分～14時）
　　１．2017年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　２．2017年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　３．2018年度山梨英和大学後援会役員について
　　４．2018年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　５．2018年度山梨英和大学後援会会計予算について
　　６．山梨英和大学後援会会則細則の一部改正について

　事務局から、配付資料に基づき、１から６までの各議案につい
て提案説明があり、審議の結果、①2017年度山梨英和大学後援
会事業報告、②2017年度山梨英和大学後援会会計決算、③2018
年度山梨英和大学後援会役員、④2018年度山梨英和大学後援会事
業計画、⑤2018年度山梨英和大学後援会会計予算、⑥山梨英和大
学後援会会則細則の一部改正の各議案を原案のとおり承認した。

第２部　説明会（14時～15時）
司　会　難波道弘　後援会名誉副会長（領域長）
内　容　小菅健一領域長・担当長(学生サービス担当）及び村松律子
　　　　学生サービス部次長から、パワーポイント（資料配付）により、
　　　　学生生活（学業・就職）について説明があった。

※同日13時から205教室において理事会を開催し、総会に付議する
　事項の審議を行った。

 

日　　　時　　２０１8年９月29日（土）１０時３０分～１５時
会　　　場　　山梨英和大学
プログラム
【午前の部】会場 ： １０１教室
１０：００～  受付
１０：３０～１１：３０ 大学紹介（山梨英和大学の学び、キャリアサ
　　　　　　　　　ポートについて）　
【昼　　食】会場 ： かえでホール（学生食堂）
１１：４０～１３：００ ランチバイキング
【午後の部】会場 ： 各教員研究室(事前予約制/相談時間３０分程度)
１３：１０～１５：００ アドバイザー教員（担任）等による学業・学生生
  活などの個別相談
※ 当日受付順でゼミカフェにおいて、担当職員による学業・学生生
　 活などの相談会を開催

２０１8年度　「保護者懇談会」

2018年度後期行事予定

４月３日（火） 山梨英和大学後援会１年生部会開催（山梨英
 和大学入学式後）１年生理事選出
５月２６日（土） 山梨英和大学後援会理事会及び総会開催
 ２０１７年度事業報告、２０１７年度決算、２０１８年
 度役員、２０１８年度事業計画、２０１８年度予算
 及び後援会細則の一部改正
５月 ２０１教室液晶プロジェクター更新費用支出（用品費）
９月 会報「かけはし」第４７号発行（印刷費他）

９月２９日（土） 保護者懇談会共催（補助活動補給費）
１１月３日（土）・４日（日） 第１７回紅楓祭補助（補助活動補給費）
１１月～３月 売店（コンビニ）運営費補助(補助活動補給費）
  マイナビ就職ＥＸＰＯバス代支出（厚生就職費）
  就職活動諸費協力金支出（厚生就職費）
  大学広報活動費支出（広報補助費）
  山梨英和学院（寄付金）へ寄付(寄付金)
３月１５日（金） 卒業記念品（校章入り名刺入れ）贈呈(卒業記念品費)

９月２４日（月）  後期・第３クォーター授業開始
９月２９日（土）  保護者懇談会
１０月１７日（水）  半日修養会・メイプルカレッシ２０周年
   記念事業講演会
１０月３１日（水）  後期学費・後援会費等納付期限
   （１０月１日から）
１１月３日（土）・４（日）  学園祭（紅楓祭）
１１月２６日（月）  第４クォーター授業開始
１１月２７日（火）  クリスマスツリー点火祭
１２月２２日（土）～１月６日（日） 冬季休業
１月　７日（月）  授業再開
２月１３日（水）～３月３１日（日） 春季休業
３月１４日（木）  卒業礼拝
３月１５日（金）  学位記授与式

２０１8年度　山梨英和大学後援会事業計画
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2018 年度　山梨英和大学後援会総会報告
日　時：2018年５月26日(土)13時30分～15時
場　所：山梨英和大学　201教室
開会の言葉 小菅健一　後援会名誉副会長（領域長）　　
挨　　　拶 武川高仁　後援会会長
  難波道弘　後援会名誉副会長（領域長）
議　　　事
第１部　総会（13時30分～14時）
　　１．2017年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　２．2017年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　３．2018年度山梨英和大学後援会役員について
　　４．2018年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　５．2018年度山梨英和大学後援会会計予算について
　　６．山梨英和大学後援会会則細則の一部改正について

　事務局から、配付資料に基づき、１から６までの各議案につい
て提案説明があり、審議の結果、①2017年度山梨英和大学後援
会事業報告、②2017年度山梨英和大学後援会会計決算、③2018
年度山梨英和大学後援会役員、④2018年度山梨英和大学後援会事
業計画、⑤2018年度山梨英和大学後援会会計予算、⑥山梨英和大
学後援会会則細則の一部改正の各議案を原案のとおり承認した。

第２部　説明会（14時～15時）
司　会　難波道弘　後援会名誉副会長（領域長）
内　容　小菅健一領域長・担当長(学生サービス担当）及び村松律子
　　　　学生サービス部次長から、パワーポイント（資料配付）により、
　　　　学生生活（学業・就職）について説明があった。

※同日13時から205教室において理事会を開催し、総会に付議する
　事項の審議を行った。

 

日　　　時　　２０１8年９月29日（土）１０時３０分～１５時
会　　　場　　山梨英和大学
プログラム
【午前の部】会場 ： １０１教室
１０：００～  受付
１０：３０～１１：３０ 大学紹介（山梨英和大学の学び、キャリアサ
　　　　　　　　　ポートについて）　
【昼　　食】会場 ： かえでホール（学生食堂）
１１：４０～１３：００ ランチバイキング
【午後の部】会場 ： 各教員研究室(事前予約制/相談時間３０分程度)
１３：１０～１５：００ アドバイザー教員（担任）等による学業・学生生
  活などの個別相談
※ 当日受付順でゼミカフェにおいて、担当職員による学業・学生生
　 活などの相談会を開催

２０１8年度　「保護者懇談会」

2018年度後期行事予定

４月３日（火） 山梨英和大学後援会１年生部会開催（山梨英
 和大学入学式後）１年生理事選出
５月２６日（土） 山梨英和大学後援会理事会及び総会開催
 ２０１７年度事業報告、２０１７年度決算、２０１８年
 度役員、２０１８年度事業計画、２０１８年度予算
 及び後援会細則の一部改正
５月 ２０１教室液晶プロジェクター更新費用支出（用品費）
９月 会報「かけはし」第４７号発行（印刷費他）

９月２９日（土） 保護者懇談会共催（補助活動補給費）
１１月３日（土）・４日（日） 第１７回紅楓祭補助（補助活動補給費）
１１月～３月 売店（コンビニ）運営費補助(補助活動補給費）
  マイナビ就職ＥＸＰＯバス代支出（厚生就職費）
  就職活動諸費協力金支出（厚生就職費）
  大学広報活動費支出（広報補助費）
  山梨英和学院（寄付金）へ寄付(寄付金)
３月１５日（金） 卒業記念品（校章入り名刺入れ）贈呈(卒業記念品費)

９月２４日（月）  後期・第３クォーター授業開始
９月２９日（土）  保護者懇談会
１０月１７日（水）  半日修養会・メイプルカレッシ２０周年
   記念事業講演会
１０月３１日（水）  後期学費・後援会費等納付期限
   （１０月１日から）
１１月３日（土）・４（日）  学園祭（紅楓祭）
１１月２６日（月）  第４クォーター授業開始
１１月２７日（火）  クリスマスツリー点火祭
１２月２２日（土）～１月６日（日） 冬季休業
１月　７日（月）  授業再開
２月１３日（水）～３月３１日（日） 春季休業
３月１４日（木）  卒業礼拝
３月１５日（金）  学位記授与式

２０１8年度　山梨英和大学後援会事業計画

2017年度山梨英和大学後援会決算書

２０１8年度山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金
前 期 会 費 ＠10,000×479名
後 期 会 費 ＠10,000×467名
雑 収 入 (2017年5月1日現在普通預金金利0.001％）

＠10,000×469名
＠10,000×459名
(2018年5月1日現在普通預金金利0.001％）

合 計

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

差　　異 摘　　要

　支出の部 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

後援会会報印刷代(21万）、
総会資料印刷代他

東日本大震災支援（在学生なし）

理事会・総会茶菓子代他

設備補助積立金会計へ繰入(前期会
費納付者数@2,000×479名)

卒業記念品 
(@2,203×161（179-在庫18個）)
山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×467名）

就職活動諸費協力金（就職指導・企業訪問）、
バス代（13.3万）

かけはし学生執筆謝礼(3名）
2018年度後援会1年部会同窓会茶湯接待
補助取止め

会長名刺代、角２封筒代（2,000枚）

紅楓祭（56.1万:@1,000×561）、保護者懇談会（13.5万）
売店（コンビニ）運営費補助(20万）
301教室液晶プロジェクター更新費用補助（30万）

紅楓祭（56万:@1,000×553）、
保護者懇談会（14万）
売店（コンビニ）運営費補助(20万）

大学広報活動補助

会員・学生慶弔費

理事会・総会通知郵送代、
後援会報送付代他(メール便＠68)

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援を
中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

奨 学 費
（特定寄付）
設備補助積立金
（定額繰入）
設備補助積立金
（特別繰入）

補助活動補給費

厚生就職費

広報補助費
修繕補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費

予 備 費
次年度繰越金
合 計

２０１7年度 山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 予　　算

予　　算

決　　算 差　　異  摘　　要
前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入） 本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×479名)
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息  (2017年5月1日現在普通預金金利0.001％）
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）　　 
定期預金設定日：2009年5月　21日 
定期預金額：8,000,000円         
期間等：1年、満期自動継続

次年度繰越金
合 計

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日

(預金期間年利率0.025%）

2018年5月21日（満期日）見込額（※）

※ 2017年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

※ 2017年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

2018年5月21日（満期日）見込額（※）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 決　算予　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2018年度 山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入）   
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金

次年度繰越金
合 計

収入の部

（単位：円）

前年度繰越金
前 期 会 費
後 期 会 費
雑 収 入
合 計

　支出の部 （単位：円）

科　　目 差　　異 摘　　要
理事会・総会茶菓子代他
会長名刺代、角２封筒代（2,000枚）
201教室液晶プロジェクター更新費用

後援会会報印刷代(21万）、総会資料印刷代他

設備補助積立金会計へ繰入 
(前期会費納付者数@2,000×469名)

就職活動諸費協力金（就職指導・企業
訪問）、就職EXPOバス代(14万）
大学広報活動補助
会員・学生慶弔費
卒業記念品 (@2,203×161（182
（164+18）-在庫21個）)

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×459名）
かけはし学生執筆謝礼他

理事会・総会通知郵送代、後援会報郵送代他
(メール便改定＠87-68＊475＊2)

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）については、
原資が充足されているため当面支援を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費
広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

収入の部

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

255,377 
4,830,000 
4,720,000 

40 
9,805,417 

80,357 
4,690,000 
4,590,000 

15 
9,360,372 

255,377 
4,830,000 
4,720,000 

40 
9,805,417 

△ 175,020
△ 140,000
△ 130,000

△ 25
△ 445,045

9,817,111 
966,000 

0 
80 

10,783,191 

0 

0 

10,783,191 
10,783,191 

0

0

10,775,196 
10,775,196 

0

0

7,995
7,995

10,783,191 
8,027,452 
18,810,643 

10,775,196 
8,027,453 
18,802,649 

7,995
△ 1
7,994

2019年5月21日（満期日）見込額（※）
11,713,281 
8,028,133 
19,741,414 

10,783,191 
8,027,452 
18,810,643 

930,090
681

930,771

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 

8,026,773 8,027,453 680 27,453

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2015年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日
2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.01%)

2019年5月21日（満期日）見込額（※）

※ 2018年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

※ 2018年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 
8,027,453 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 
680 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 
27,453 

9,817,111 
958,000 

0 
85 

10,775,196 

10,000 
30,000 
100,000 

120,000 

220,000 

0 

0 

966,000 

0 

938,000 

1,500,000 

1,500,000 
0 

100,000 

366,000 

3,776,000 

30,000 

100,000 
49,417 

9,805,417 

5,745 
29,073 

0 

93,556 

215,645 

0 

0 

958,000 

0 

1,196,302 

1,500,000 

1,500,000 
0 

40,000 

354,715 

3,736,000 

6,000 

0 
80,357 

9,715,393 

4,255
927

100,000

26,444

4,355

0

0

8,000

0

△ 258,302

0

0
0

60,000

11,285

40,000

24,000

100,000
△ 30,940
90,024

10,000 
30,000 
500,000 

120,000 

220,000 

0 

938,000 

900,000 

1,200,000 
1,200,000 
50,000 

360,000 

3,672,000 

10,000 
100,000 
50,372 

9.360,372 

10,000 
30,000 
100,000 

120,000 

220,000 

0 

966,000 

938,000 

1,500,000 
1,500,000 
100,000 

366,000 

3,776,000 

30,000 
100,000 
49,417 

9,805,417 

0
0

400,000

0

0

0

△ 28,000

△ 38,000

△ 300,000
△ 300,000
△ 50,000

△ 6,000

△ 104,000

△ 20,000
0

955
△ 445,045

255,377 
4,790,000 
4,670,000 

16 
9,715,393 

0
40,000
50,000

24
90,024

0
8,000

0
△ 5
7,995

本会計から繰入(前期会費納付者数@2,000×469名)

(2018年5月1日現在普通預金金利0.001％）

学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）　　 
定期預金設定日：2009年5月21日 
定期預金額：8,000,000円         
期間等：1年、満期自動継続

10,775,196 
938,000 

0 
85 

11,713,281 

0 

0 

11,713,281 
11,713,281 

0

0

10,783,191 
10,783,191 

0

0

930,090
930,090

9,817,111 
966,000 

0 
80 

10,783,191 

958,085
△ 28,000

0
5

930,090

8,027,453 8,028,133 680 28,133



13 KAKEHASHI 2018 vol.47
KAKEHASHI 2018 vol.47

画 ： 秋山 美穂さん（２年）


